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第２章 現地踏査 

２－１ 佐良浜地区の現地の特徴把握 

佐良浜地区の現地の特徴を把握するため、現地踏査を行いました。 

 

調 査 日 令和３年１０月２０日（水）、２１日（木） 

調 査 員 ２名 

調 査 方 法 目視及び写真撮影 

調査の視点 

① 地域資源や施設等  ② 地区内の問題箇所等 

 

【地区内の地域資源や施設等】 
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【地区内で見られる問題箇所等】 
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２－２ 災害危険エリアにおける空家・空地の状況 

災害危険エリア内における老朽化の著しい道路や、空家・空地の状況等を確認するため２日間現地

調査を行いました。 

 

調 査 日 令和３年１０月２０日（水）、２１日（木） 

調 査 員 ６名 

調 査 方 法 建物外からの目視による確認。 

玄関、ベランダ/バルコニー、プロパンガスの交換日等から居住状況を確認

し、次の４通りに分類を行った。 

○居住が明らかな住宅：居住者の出入りまたは存在が確認できた。外構部の利

用状況から居住が明らか。（洗濯物が干してある等） 

○居住の形跡がほぼ見られない住宅：玄関の周辺に雑草が生い茂り通行に支障

がある。雨戸が締め切られている。 

○空家：壁や屋根等が損壊。雑草で住宅が覆われている。プロパンガスがしば

らく交換されていない。近所の方が空家であることを証言。 等 

○住宅以外の建物・工作物：居住機能を備えていないことが明らか。 

調 査 件 数 323 棟 

空き家件数 63 棟 

 

 

【災害危険エリア内の空き家写真】 
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災害危険エリアにおける空家確認調査結果（令和３年１０月２０日、２１日） 

 

 

居住が明らかな住宅 171 棟

居住の形跡がほぼ見られない住宅 9 棟

空家となっている住宅 63 棟

住宅以外の建物・工作物 80 棟

 

 


